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平成26年度　支部活動計画一覧 
支 部 �A コ冨 �F 璧参 コ耳 �（A 県下 �i　　　　会運営上の特徴 �本年度の努力点 � 

垂員 ！ ≡数 �庵加 雲率 �．＋ 支 空費 �①研修旅行先　　②実技講習会内容 �r　本年度特に力を入れたい内容 　　または会運営上の悩み等 ③講習会内容④ボランティア活動内容 i⑤交流文集発行予定⑥その他 1 

福井 �851 �10 �2，000 �①日帰り研修旅行の実施 �・総会の内容を充実させる ③各地区におけるボランティア活動への参加奨励 �・年2回発行の機関紙（カタイケノー）の内容充実 

⑥ゴールド会員制 �・総会資料に会員の近況報告を載せて交流を図る 

吉田 �113 �40 �1，500 �①1日研修または1泊研修会 �・旧交を温め参加しやすい総会、研修会 ・生きがいのある生涯を願う親睦交流 
④豊かで充実した人生を希求する活動 �・地域行事の積極的参加 ・被災地への支援活動 

大野 �169 �27 �2，000 �①日帰り研修…滋賀県、MIHOMUSEUM他 �・入会率の向上 ④早朝家事運動・集団登下校の見守り隊参加 �・若い方の参加を促す 

⑥米寿を迎えられた方に米寿祝金を持って訪問する（10人） �・研修旅行への参加者増を図る 

勝山 �159 �30 �1，000 �②研修会・総会懇親会を同日に実施 �・研修会、情報交換、ボランティア活動をすすめる ④見守り隊・読み聞かせ等で学校に協力 �・地域の教育や青少年の活動へ積極的に支援 

評議員や小学校評価委員にも参加 �・会員相互の親睦を図り、事業への参加の工夫をする 

坂井 �328 �20 �1，000 �①10月16日1日研修旅行 ⑥10月15日総会と懇親会 �・参加しやすい総会・研修の工夫 ・若い人の参加促進 ・会員の勧誘と研修等への参加の工夫 

鯖江 �206 �25 �1，000 �②総会、懇親会の内容充実 （卦会員中から体験談等話題提供 ⑥会員相互の情報交換や互助活動 �・新規会員の加入促進 ・総会、親睦会の参加率向上 

丹生 �‖3 �44 �2，000 �②総会・懇親会の開催 �・退職後、生き生きと活動されている会員の話を聞き、 ③講演会の開催演題「趣味の錦鯉」…人生希求 活動の一環として会員の実践談を聞く �今後の人生の「生きがいJづくりの手本とする。 ・運営上の悩み…会員の高齢化に伴う退会者、入会者の減少 ・コールド会員制のさらなる充実 

武生 �276 �21 �1，000 �③隔年毎に総会時に講演会等 ⑥ユニセフ募金 �・未加入会員の勧誘に努める ・総会での催事を興味あるものにして参加率の向 上を図る 

今立 �64 �20 �1，500 �③研修会 ④地域ボランティア活動 ⑤安否確認・親睦を深める懇親会 �・研修会・懇親会の参加率を高める ・県退教会と連携した諸活動参加 

南条 �47 �30 �1，000 �①1泊2日で総会及び懇親会・研修会 �・高齢化・広域化により参加率が上がらないが、 総会、親睦会、研修会への参加を図る ・有意義な活動を発掘 

敦賀 �23 �38 �1，000 �⑥総会および研修会の実施 �・支部組織の維持、拡大 ・規約の検討と決定 

三方 �43 �44 �1，000 �①1泊2日研修旅行…11月 ⑤支部だより発行…10月 ⑥会員の集い…6月 �・行事への参加者拡大 ・他支部との連携・協力の模索 

三方 上中 �104 �30 �1，000 �①研修旅行…11月 �・会員相互の親睦を図る 
②総会・懇親会…3月（総会以外は退職互助部と共催） �・行事への参加者拡大を図る 

⑤支部だより発行 �・地域の教育に関心を持ち、積極的に支援する 

小浜 �147 �30 �1，500 �①6月親睦旅行（落語鑑賞一天満天神繁昌亭） ②11月大飯支部と合同で総会並びに講演会懇親会 （サンホテルやまね） �・会員の見聞を広め、相互の親睦を図る ・退職者の加入促進を図る 

大飯 �65 �30 �1，500 �①6月親睦旅行（小浜支部と合同で） ③11月小浜支部と合同で退教・総会並びに 　講演会 �・行事への参加者拡大 ・退職者の加入促進 
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パッチワーク「空想の花」
大永瑞枝氏（福井支部）

幼女像
黒田不二夫氏（福井支部）

馬郎婦
谷口久枝氏（福井支部）

黒い門扉の豪邸
上田珪子氏（武生支部）

盛夏
牧田光治氏（福井支部）

乾　昭治氏（福井支部）

年間を通して展示

福福′ト大大大政武三福小鯖致丹吉勝今大福大坂丹
井井浜飯飯飯賀生上井浜江賓生田山立野井野井生
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丹武福南大武敦勝福今福勝大坂三福′ト武坂坂福福福勝福鮪武
生生井粂野生貿山井立井山飯井上井浜生井井井井井山井江生

高面佐笛松近輿多
松　川吹村藤山田
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